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令和5年度 第2８回 十条北ブロック部会の主な活動報告

2024（令和6）年3月26日に、第28 回十条北ブロック部会を上十条五丁目町会会館で開催しました。

以下の５点について議事を行いました。

（1）十条北ブロック まちづくりルール（地区計画）案などに関する

アンケート調査の結果について

（2）主要生活道路A路線とC路線の拡幅について

（3）区立西が丘三ツ和公園の整備計画について

（4）不燃化加速事業（建替えや解体費の一部を助成するための制度）について

（5）今後のスケジュール

………………………P2・3 参照
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…………… P４ 参照

…………………………………………下図 参照

議題の（2）主要生活道路A路線とC路線の拡幅について

⽼朽建築物を解体する⽅に対して、除却費を助成
します。
【対象者】建築物⼜は⼟地の所有者
【助成⾦額】最⼤120万円

準耐⽕建築物等以上の耐⽕性能をもつ建築物を建
築する場合、設計費・⼯事監理費の⼀部を助成し
ます。
【対象者】建築物の建築主
【助成⾦額】
〇⼾建て住宅の場合

耐⽕建築物等︓90万円
準耐⽕建築物等︓80万円

〇共同住宅の場合
耐⽕建築物等︓最⼤450万円
準耐⽕建築物等︓最⼤200万円

①除却事業

②建替え事業

不燃化加速事業

議題の（4）不燃化加速事業（建替えや解体費の一部を助成す
るための制度）について

十条北ブロックを対象に、老朽建築物を

解体する方に除却費を助成します。また、準

耐火建築物等以上の耐火性能を建てる方に

一部を助成します。

地区防災不燃化促進事業
主要生活道路及び生活道路に接する敷地の建築物

を不燃化する場合、建築工事費の一部（不燃化相当

分）を助成します。従前建築物と比較して、建替え後は、

上位の耐火性能にする必要があります。

不燃化加速事業と併⽤して利⽤できます。

主要⽣活道路C路線

⽣活道路
3号線

⽣活道路
1号線

⽣活道路
2号線

主要⽣活道路
A路線
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北区王子本町1-15-22 （電話：03-3908-9162）
問い合わせ先

（従前）
防⽕構造等による建築物
準耐⽕建築物（旧簡易耐⽕建築物含む）
【対象者】建築物の建築主
【助成⾦額】

建築する建築物の延べ⾯積により変動

（建替え後）
準耐⽕､耐⽕
耐⽕

解体や建替えを検討して
いるので、利⽤してみたい

10%

今は、建替え等は検討し
ていないが、新築する場
合には、利⽤してみたい

56%

当⾯は、予定してい
ないので、助成制
度は不要である

18%

わからない
13%

無回答
3%

建替えや解体費の一部を助成するための助

成制度の創設について、どのように考えるか

※両事業ともに様々な要件や申請期限等がありますので、ご利用の際は下記の防災まちづくり担当課

へご相談ください。

……………………………………………下図 参照

現在、主要生活道路Ａ路線のうち南側の約90ｍ区間は私道、C路線は水路です。

これらの区間を拡幅するためには区道化する必要があり、これまで沿道の権利者の方を対象に、それ

ぞれ全体説明・個別訪問を行い、令和5年度までに区道への承諾をいただくことができました。

これに伴い令和6年度は、区道化に向けた手続きを行ってまいります。

北区議会
へ区道と
するため
議案提出

区議会
で承認 告⽰ 区道

密集事業
による
事業開始

令和6年度は区道化に向けた⼿続きとなります

議題の（3）区立西が丘三ツ和公園の整備計画について

主要生活道路C路線の拡幅にあわせ、区立西が丘三ツ和公園を1.5ｍ～2ｍ

ほど後退させる必要があることから、現在、以下のような整備を検討しています。

〇⾞⽌めの再設置
（防災倉庫前）
〇標識・街灯の移設

〇スロープの設置
（1〜2か所）
〇樹⽊の移植⼜は新植

〇⼟留めの再設置
〇運動場フェンスの再設置
〇階段の再整備（2か所）

〔検討する整備概要〕
区立西が丘
三ツ和公園 十条北ブロック
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79%

6%

14%

1%

85%

4%
10%

1%

議題の（１）十条北ブロック まちづくりルール（地区計画）案などに関するアンケート調査の結果について

■アンケート回収結果

上⼗条５丁⽬
47%

⼗条仲原３丁⽬
20%

⼗条仲原４丁⽬
18%

⻄が丘２丁⽬
5%

⾚⽻⻄３丁⽬
4%

地区外
6%

無回答
0%

１．有効配布数

地区内3,215票（ポスティング）

地区外 364票（郵送）

合 計3,579票

２．回収数（回収率）

…地区内750票（23％）

……………地区外 51票（14％）

……………………合 計801票（22％）

※うちWEB回答は97票

⑴良好な住環境を維持するため、近隣商業地区と環7沿道地区で建築を制限したい建築物の用途がある

68%
11%

19%

1%

⑵近隣商業地区と住居地区に、敷地

の最低限の面積を65㎡としたい

85%

5%
9%

1%

⑶隣地における壁面の位置を最

低でも40cmにしたい

⑷と⑸主要生活道路A・C路線の空間確

保のため、新たに建築する場合は道路

中心線から3ｍ内に建築物が突出しな

いよう、地区施設道路に位置づけ、壁面

の位置と工作物の制限をしたい

53%

19%

27%

1%

⑹良好な住環境を保つため、外

壁の色は落ち着きのある色と

し派手な看板を制限したい

⑺家の周りを新たに囲う場合は、背の

高いブロック塀などの設置を制限し、

生垣や透視可能なフェンスとしたい

円グラフの凡例

制限した⽅がいい

制限しなくていい

どちらでもいい

無回答

61% 23%
10%

5%

2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

知っており
危険があると
感じている

知らなかったが
危険があると
感じている

知っているが
危険をあまり
感じていない

知らなかった
し危険を
感じていない

無回答

危険があると感じている（84％）

１．十条北ブロックは、地震などの災害が起こった際に、甚大な被害が出るこ

とが予想されるが、このことについて知っていたか

２．十条北ブロックのまちとしての現状について、どのようなところに問題を感じているか

85%
78%

64%
26%
24%
23%
23%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

建物が密集し、⽕災発⽣時に不安がある
道路が狭く、緊急⾞両が⼊れず、⽣活に不安がある

古い建物が多く、地震発⽣時の倒壊などに不安がある
ブロック塀が多く、地震発⽣時に不安がある

憩いを感じられる緑や空地が少ない
通学や買い物など⽇常利⽤する道路に歩道がない

まち全体に統⼀感がなく、雑然としている

■住まい

■十条北ブロックのまちの状況をどうみる

■地区計画の導入による制限の意向

近隣商業地区

住居地区

72%
49%

42%
42%
41%

33%
20%
19%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

マージャン店やパチンコ屋などの遊戯施設
葬祭場
スナック

カラオケボックス
ホテル、旅館

ボーリング場やゴルフ練習場などの運動施設
⾃動⾞修理⼯場
ガソリンスタンド

合計から無回答2票を除く
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※各グラフの数字は、四捨五⼊による端数を調整していないため、内訳と計は必ずしも⼀致しません。

導⼊して良い
40%

内容によるが、
導⼊しても良い

51%

導⼊しないでほしい
2%

わからない
5%

無回答
2%

■地区計画の導入意向

上⼗条
5丁⽬

⼗条仲原
3丁⽬

⼗条仲原
4丁⽬⻄が丘

2丁⽬

⾚⽻⻄
3丁⽬
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